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ワンストップでの医療提供

十全記念病院（現：協立十全病院）は、

地域の中核医療施設として、予防（健

診）から救急治療､一般治療入院、長期

療養入院まで、幅広い分野の医療をワン

ストップで提供している。

今回、近接地への移転新築を機に、新た

な医療機能の充実（女性医療センター・

PET/CT核医学センター創設、健診・リハ

ビリ・透析の拡充）を行うとともに、

①　省エネルギー・省ランニングコスト

　　を実現する建築計画

②　高齢者に配慮した安全で使いやすく

　　アメニティの高い施設づくり

を目指した。

機能的な計画

一般的な病院では、手術・透析・リハビ

リなど中央診療部と病棟とは、別フロア

に積層して配置されるが、本計画では、

手術・透析・リハビリの各機能を、各々

関連の深い病棟と同一フロアに配置して

いる。これにより、患者・病院職員の上

下階移動の負担軽減と同時に、ELVの搬

送負荷を低減している。

1階には、外来・検査機能を集約し、1本

のメイン廊下を中心に配置している。高

齢化社会において、分かりやすく迷わな

いプランを実現している。

井水利用

天竜川流域の当地域では、良質の地下水が豊富に得られる。本

計画では、便所洗浄水や屋外散水栓のみならず、各所洗面や浴

室などにも井水を利用している。

災害時の水道水断水だけでなく、井水断絶時にも配慮して、水

道水／井水両系統の給水設備が継続して利用できるように、相

互バックアップの配管を設置している。

非常発電機による医療機能の維持

非常発電機により、手術室、ICU等の重要負荷や、井水揚水ポ

ンプ、給水ポンプを稼働させて、災害時にも必要な医療機能が

維持できるよう計画している。特に、本病院は、透析医療にお

いて大きな役割を担っており、東日本大震災の教訓も踏まえ

て、40床の透析ベッドを稼働させる設定を行った。

空調負荷低減と病室空調計画

本計画では南・西・北面に病室等の空調室外機を設置する設備

バルコニーを設け、室内機と室外機を近接配置することで機器

能力の効率化を図っている。また、このバルコニーにはフレク

サラムと有孔折板を用いた目隠しパネルを設けており、外観デ

ザインのアクセントとしている。

外部開口部は、法規上、最小限の大きさに留めると同時に、

Low-Eガラス・複層ガラスを採用して、空調負荷の低減を図っ

ているが、さらに設備バルコニーの目隠しパネルによる庇効果

により低減効果を高めている。

病室等は、家庭用ルームエアコンを積極的に採用すると同時

に、全熱交換機を設置し、省エネルギー・ランニングコスト低

減を図っている。　

省エネ配慮の照明計画

光庭・トップライトを利用して、廊下やWCスペースにも自然採

光を取り入れ、照明負荷の低減を図っている。同時に、病室・

廊下・WC等、ダウンライト使用箇所は、全てLED器具を採用す

るほか、WC等には人感センサを使用して、省エネルギー・省メ

ンテナンスに配慮している。

屋上庭園

建物が順次セットバックしており、屋上が分散配置されている

ことを利用して、多数の屋上庭園を設けている。患者が直接利

用できるリハビリ庭園以外にも、室内各所（透析・健診・レス

トラン）から眺められる屋上庭園を配置することで、患者アメ

ニティに寄与するほか、屋上の断熱性能向上を図っている。

北東側外観
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屋上各所に配置された屋上庭園
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